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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡を試験するための試験取付具であって、前記内視鏡はチャネル、前記チャネルと
流体連通する弁チャンバ、前記弁チャンバ内に取り外し可能に位置付けられる弁部材、及
び第１固定機構を有し、前記試験取付具は、
　第１把持部分を有するフレームと、
　前記フレームから延びる弁部材類似体であって、前記弁部材類似体は、前記弁チャンバ
の少なくとも一部分を封止するように構成された封止部を含む、弁部材類似体と、
　前記フレームに対して可動のハウジングであって、前記ハウジングは、固定位置と非固
定位置との間で可動であり、前記ハウジングは第２把持部分を含み、前記第２把持部分は
前記第１把持部分の方に動かされて前記ハウジングを前記非固定位置に位置付けるように
構成され、前記第２把持部分は前記第１把持部分から遠ざかるように動かされて前記ハウ
ジングを前記固定位置に位置付けるように構成され、前記ハウジングは、前記第２把持部
分が前記第１把持部分から遠ざかるように動かされたときに、前記第１固定機構に係合す
るように構成された第２固定機構を含む、ハウジングとを含む、試験取付具。
【請求項２】
　前記フレームに対して可動である持ち上げ部材であって、前記持ち上げ部材は第１位置
と延びた位置との間で可動であり、前記持ち上げ部材は、前記持ち上げ部材が前記延びた
位置にあるときに、前記内視鏡と係合するように構成される、持ち上げ部材と、
　前記持ち上げ部材と前記フレームの中間に位置付けられるばねであって、前記ばねは、



(2) JP 5507569 B2 2014.5.28

10

20

30

40

50

前記持ち上げ部材にバイアス力を適用し、前記持ち上げ部材を前記延びた位置に動かすよ
うに構成される、ばねとを更に含む、請求項１に記載の試験取付具。
【請求項３】
　前記フレームが中央線を有し、前記持ち上げ部材が前記中央線の一方の側部に位置付け
られ、前記持ち上げ部材及び前記ばねは、前記持ち上げ部材が前記延びた位置にあるとき
に、前記フレームを前記内視鏡に対して傾けるように構成される、請求項２に記載の試験
取付具。
【請求項４】
　前記弁部材類似体が、前記フレームに取り外し可能に接続された使い捨て弁部材類似体
を含む、請求項１に記載の試験取付具。
【請求項５】
　内視鏡を試験するための試験取付具であって、前記内視鏡はチャネル、前記チャネルと
流体連通する弁チャンバ、前記弁チャンバ内に取り外し可能に位置付けられる弁部材、及
び固定機構を有し、前記試験取付具は、
　フレームと、
　前記フレームから延びる弁部材類似体であって、前記弁部材類似体は、前記弁チャンバ
の少なくとも一部分を封止するように構成された封止部を含む、弁部材類似体と、
　前記フレームに対して可動のハウジングであって、前記ハウジングは、前記ハウジング
を非固定位置に位置付けるために前記フレームの方に可動である、ハウジングと、
　前記ハウジングを前記フレームに対して偏倚させて前記ハウジングを、前記ハウジング
が前記内視鏡の前記固定機構に固定される固定位置に位置付けるように構成された偏倚部
材とを含む、試験取付具。
【請求項６】
　前記フレームに対して可動の持ち上げ部材であって、前記持ち上げ部材は第１位置と延
びた位置との間で可動であり、前記持ち上げ部材は、前記持ち上げ部材が前記延びた位置
にあるときに、前記内視鏡と係合するように構成される、持ち上げ部材と、
　前記持ち上げ部材と前記フレームの中間に位置付けられるばねであって、前記ばねは、
前記持ち上げ部材にバイアス力を適用し、前記持ち上げ部材を前記延びた位置に動かすよ
うに構成される、ばねとを更に含む、請求項５に記載の試験取付具。
【請求項７】
　前記ハウジングが、前記ハウジングが前記固定位置にあるときに、前記持ち上げ部材を
前記第１位置に保持するように構成され、前記ハウジングが、前記ハウジングが前記非固
定位置に動かされたときに、前記ばねが前記持ち上げ部材を前記延びた位置に動かすこと
を可能にするように構成されたスロットを含む、請求項６に記載の試験取付具。
【請求項８】
　内視鏡を試験するための試験取付具であって、前記内視鏡はチャネル、前記チャネルと
流体連通する弁チャンバ、及び前記弁チャンバ内に取り外し可能に位置付けられる弁部材
を有し、前記試験取付具は、
　フレームと、
　前記フレームから延びる弁部材類似体であって、前記弁部材類似体は、前記弁チャンバ
の少なくとも一部分を封止するように構成された封止部を含む、弁部材類似体と、
　解放されたときに、前記試験取付具を前記内視鏡に固定するための解放可能な固定手段
とを含む、試験取付具。
【請求項９】
　前記解放可能な固定手段を固定構成に偏倚させるように構成されるばねを更に含む、請
求項８に記載の試験取付具。
【請求項１０】
　前記内視鏡は複数の固定機構及び複数の弁チャンバを含み、前記試験取付具は、前記複
数の弁チャンバと対応する複数の弁部材類似体を更に含み、前記解放可能な固定手段が前
記複数の固定機構に固定するように構成される、請求項８に記載の試験取付具。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は一般的に、医療機器の再処理又は除染に関連する。
【背景技術】
【０００２】
　様々な場合において、内視鏡は、患者の体内に挿入されるように構成され得る遠位端を
有する細長い部分、すなわち管、加えて水、空気、及び／又は他のいずれかの好適な流体
を手術部位に向けるように構成され得る細長い部分を通じて延びる複数のチャネルを含み
得る。いくつかの場合においては、内視鏡内の１つ又は２つ以上のチャネルが、手術用器
具を手術部位内に案内するように構成され得る。いずれの場合も、内視鏡は、チャネルと
流体連通する入口を有する近位端、及び更に、チャネルを通る流体の流れを制御するよう
に構成された１つ又は２つ以上の弁、及び／又はスイッチを有する制御ヘッド区分を更に
含み得る。少なくとも１つの場合において、内視鏡は、チャネルを通じた空気及び水の流
れを制御するように構成された制御ヘッド内の空気チャネル、水チャネル、及び１つ又は
２つ以上の弁を含み得る。
【０００３】
　除染システムは、既に使用した医療用装置、例えば内視鏡を、装置が再び使用できるよ
うに再処理するために使用される場合がある。内視鏡の除染プロセスの間、チャネルが閉
塞していないことを確かめるために、内視鏡内の空気及び水チャネルを評価することがで
きる。いくつかの除染システムでは、流体源が内視鏡のチャネル入口に取り付けられるか
、ないしは別の方法でこれと動作可能に関連し、それによって水などの流体源からの流体
が、例えばチャネルを通じて流れ得る。このようなシステムでは、流体がチャネルを通じ
て流れる速度が測定されて、チャネルを通じて流れる流体の流れが閉塞しているかどうか
を決定し得る。例えばチャネルを通じた流体の実際の流量が、推定されるよりも遅い場合
、チャネルが少なくとも部分的に阻害されている可能性があり、システムが操作者に、内
視鏡の追加的な除染、又は少なくとも更なる調査が必要であることを伝えることができる
。
【０００４】
　上述の議論は、本発明の分野にその当時に存在した欠点のいくつかを説明することのみ
を意図したものであり、特許請求の範囲を否定するものとみなされるべきではない。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の少なくとも一形態において、試験取付具又は内視鏡チャネルセパレータが、試
験取付具を内視鏡に保持するために、内視鏡の少なくとも一部分と係合するように構成さ
れ得る。様々な実施形態において、内視鏡は弁及び弁チャンバを有する制御ヘッドを含む
ことができ、弁は、試験取付具を内部に挿入することができるように、弁チャンバから取
り除かれ得る。少なくとも一実施形態では、試験取付具は、弁チャンバに挿入されるよう
に構成された弁部材類似体を含むことができ、いくつかの実施形態では、弁部材類似体は
、試験取付具に取り外し可能に取り付けられた使い捨て弁部材類似体を含み得る。いくつ
かの実施形態では、試験取付具は、第１把持部分を有するフレームと、第２把持部分を有
するハウジングとを含むことができ、ハウジングは、フレームに対して固定位置と非固定
位置との間で可動であり得、第２把持部分は第１把持部分の方に動かされてハウジングを
非固定位置に位置付けるように構成され得る。いくつかの実施形態では、第２把持部分は
第１把持部分から遠ざかるように動かされてハウジングをその固定位置に位置付けるよう
に構成され、それによってハウジング上の固定機構が、内視鏡上の固定機構に係合し得る
。少なくとも一実施形態では、第１の試験取付具は、ハウジングとフレームの中間に位置
付けられるばねを更に含むことができ、ばねはハウジングを固定位置に偏倚させるように
構成され得る。様々な実施形態では、試験取付具は、フレームに対して可動の持ち上げ部
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材を更に含むことができ、持ち上げ部材は第１位置と延びた位置との間で可動であり得、
持ち上げ部材は、これが延びた位置にあるときに、内視鏡と係合し、フレームを内視鏡に
対して動かすように構成され得る。
【０００６】
　この「課題を解決するための手段」は、本発明のいくつかの実施形態の概要を簡潔に説
明することを意図されている。本出願は、この「課題を解決するための手段」に開示され
る実施形態に限定されず、請求項で定義されるように、その趣旨及び範囲内の修正を包含
することを意図されていることが理解されるべきである。この「課題を解決するための手
段」は、請求項の範囲を狭めるように作用するような方法で読まれるか、又は解釈される
べきではないことが理解されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
　添付の図面と関連してなされる本発明の実施形態の以下の説明を参照すれば、本発明の
上記の及び他の特徴と利点、並びにそれらを達成する方法がより明らかとなり、また本発
明自体がより理解されよう。
【図１】本発明の少なくとも一実施形態による、内視鏡と共に使用するための試験取付具
又はチャネルセパレータの斜視図。
【図２】図１のチャネルセパレータの分解図。
【図３】内視鏡に組み立てられた図１のチャネルセパレータを有する内視鏡の略図。
【図４】図３の内視鏡に組み立てられた図１のチャネルセパレータの詳細図。
【図５】非固定構成のチャネルセパレータを例示する図１のチャネルセパレータの底面図
、及び図４の直線５－５に沿って取った図３の内視鏡の部分断面図。
【図６】固定構成のチャネルセパレータを例示する図１のチャネルセパレータの底面図、
及び図４の線６－６に沿って取った図３の内視鏡の部分断面図。
【図７】固定構成のチャネルセパレータを例示する図１のチャネルセパレータの端面図、
及び図４の直線７－７に沿って取った図３の内視鏡の部分断面図。
【図８】固定構成のチャネルセパレータを例示する、図４の直線８－８に沿って取った図
１のチャネルセパレータ及び図３の内視鏡の断面図。
【図９】非固定構成のチャネルセパレータを例示する図１のチャネルセパレータ及び図３
の内視鏡の部分断面図。
【図１０】除染装置の正面図。
【図１１】内視鏡の略図。
【図１２】除染システムの略図。
【図１３】内視鏡と共に使用するための試験取付具又はチャネルセパレータの正面図。
【図１４】図１３のチャネルセパレータ及び図１１の内視鏡の部分断面図。
【０００８】
　対応する参照文字は、いくつかの図を通じて対応部分を示す。本明細書において説明さ
れる例示は、一形態による本発明の好ましい実施形態を例示し、このような例示は、いか
なる方法によっても本発明の範囲を限定するものとして解釈されない。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本願で開示する装置及び方法の構造、機能、製造、及び使用の原理が総括的に理解され
るように、特定の例示的実施形態について、これから説明することにする。これらの実施
形態の１つ又は２つ以上の実施例を添付の図面に示す。本明細書で詳細に説明し、添付の
図面に示す装置及び方法は、非限定的な例示的実施形態であること、並びに、本発明の各
種の実施形態の範囲は、特許請求の範囲によってのみ定義されることは、当業者には理解
されよう。ある例示的実施形態に関連して例示又は説明される特徴は、他の実施形態の特
徴と組み合わされてもよい。そのような修正及び変形は、本発明の範囲に含まれることが
意図される。
【００１０】
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　除染装置の一実施形態が図１０に表されるが、これは内視鏡及び／又は他の医療用装置
を除染するように構成され得る。例えば、内視鏡などの医療用装置を除染及び再処理する
ための様々な異なるシステム及び装置が当該技術分野において既知である。したがって、
本発明の様々な構成に付与される保護範囲は、特定の再処理又は除染装置構成に限定され
るべきではない。
【００１１】
　様々な構成において、除染装置は一般的に医療用装置を除染するための１つ又は２つ以
上のステーションを含み得る。少なくとも一実施形態において、除染装置は第１ステーシ
ョン１０及び第２ステーション１２を含むことができ、これらは医療用装置の一連の、又
は２つの異なる医療用装置の同時の除染を提供するために、あらゆる点において少なくと
も実質的に同様であり得る。少なくとも一実施形態において、第１及び第２除染水槽、又
はチャンバ１４ａ、１４ｂは汚染された装置を受容することができ、各チャンバ１４ａ、
１４ｂは、除染装置の動作中に病原菌がチャンバ１４ａ、１４ｂに入るのを防ぐために、
好ましくは病原菌を遮断するような関係で、ふた１６ａ、１６ｂによってそれぞれ選択的
に封止され得る。様々な実施形態において、ふたは、例えば、そこを通って放出される空
気の流れを提供するための、病原菌除去又はＨＥＰＡ空気フィルターを含み得る。
【００１２】
　制御システム２０は、例えば、除染装置の動作を制御するための、１つ又は２つ以上の
マイクロコントローラ、例えば、プログム可能論理制御装置（ＰＬＣ）を含み得る。本明
細書においては、１つの制御システム２０が除染ステーション１０、１２の双方を制御す
るものとして図示されているが、各ステーション１０、１２は専用の制御システムを含み
得る。様々な実施形態おいて、除染装置は、除染パラメーター及び機械の状態を表示する
ように構成された少なくとも１つの視覚ディスプレイ２２、並びに、加えて、記録保管シ
ステムに保管され得る除染パラメーターのハードコピー出力を印刷するように構成され、
及び／又は除染された装置又はその保存パッケージに取り付けられる少なくとも１つの印
刷機２４を更に含むことができる。少なくとも一実施形態において、視覚ディスプレイ２
２は、制御システム２０の使用を促進するために、タッチスクリーン入力装置と組み合わ
せることができる。様々な実施形態では、除染プロセスのパラメーターの入力のため、及
び別の方法で除染装置を制御するために、キーパッドなどが提供され得る。例えば、ゲー
ジ２６などのゲージは、圧力計、並びに／又は除染、又は医療用装置の漏れ試験データの
デジタル及び／若しくはアナログ出力を提供し得る他の任意の好適な計量装置を含み得る
。様々な漏れ試験装置及び方法が、２００６年１月１７日に発行された、米国特許第６，
９８６，７３６号、表題「ＡＵＴＯＭＡＴＥＤ　ＥＮＤＯＳＣＯＰＥ　ＲＥＰＲＯＣＥＳ
ＳＯＲ　ＣＯＮＮＥＣＴＩＯＮ　ＩＮＴＥＧＲＩＴＹ　ＴＥＳＴＩＮＧ」に開示され、そ
の全開示がここで参照により本明細書に組み込まれる。他の装置及び方法が、同時出願の
同時係属米国特許出願、表題「ＦＬＵＩＤ　ＣＯＮＮＥＣＴＯＲ　ＦＯＲ　ＥＮＤＯＳＣ
ＯＰＥ　ＲＥＰＲＯＣＥＳＳＩＮＧ　ＳＹＳＴＥＭ」（代理人整理番号ＡＳＰ５０７４Ｕ
ＳＮＰ／０８０６１０）、及び「ＱＵＩＣＫ　ＤＩＳＣＯＮＮＥＣＴ　ＦＬＵＩＤ　ＣＯ
ＮＮＥＣＴＯＲ」（代理人整理番号ＡＳＰ５０７３ＵＳＮＰ／０８０６１１）に開示され
、それらの全開示が参照により本明細書に組み込まれる。
【００１３】
　図１１に関し、様々な実施形態において、例えば、内視鏡２１などの内視鏡は、細長い
部分又は挿入管２５を含むことができ、これは例えば、トロカールを通じて患者の体内に
挿入されるように構成され得る。少なくとも１つの実施形態では、内視鏡２１は近位部分
、又は光導区分２６、制御ヘッド区分２３、及び流体を運ぶための１つ又は２つ以上のチ
ャネル若しくはラインを更に含み得る。より具体的には、内視鏡は、水、空気、及び／又
は二酸化炭素などの流体を、例えば手術部位に運ぶように構成され得る、内部を通じて延
びる１つ又は２つ以上のチャネルを含み得る。本明細書で使用するとき、用語「流体」と
は、水、除染、及び滅菌液体などの液体物質、加えて、例えば、空気、二酸化炭素、及び
様々な他の気体など、蒸気又は気体状の物質を含み得る。本明細書で使用するとき、用語
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「流体連通している」とは、流体搬送又は流体移送部材（例えば、パイプ、ホース、導管
、チャネルなど）が、別の流体搬送又は流体移送部材と、流体が一方の部材から他方へと
流れるか、ないしは別の方法で移動することを可能にするようにして連結されていること
を意味する。
【００１４】
　図１１～図１４を参照すると、内視鏡２１はまた、第１チャネル１を含んでもよく、こ
れは近位端２６の入り口から、例えば、制御ヘッド区分２３及び細長い部分２５の少なく
とも一部分を通じて、遠位端３４の出口へと延びることができる。様々な実施形態では、
チャネル１は例えば、空気を手術部位に運ぶように構成され得る。内視鏡２１はまた、第
２チャネル２を含んでもよく、これは近位端２６の入り口から、例えば、制御ヘッド区分
２３及び細長い部分２５の少なくとも一部分を通じて、遠位端３４の出口へと水を運ぶよ
うに構成され得る。
【００１５】
　様々な実施形態において、再び図１１及び図１４を参照すると、内視鏡は、追加のチャ
ネル、例えばチャネル４を更に含んでもよく、これは手術部位に真空又は吸引を提供する
ように構成され得る。内視鏡はまた、二酸化炭素を提供するためのチャネル６を含み得る
。少なくとも一実施形態では、内視鏡は例えば生検チャネル３を更に含む場合があり、こ
れは手術用器具を内部に受容するように構成される場合があり、これによって手術用器具
は、内視鏡を通じて手術部位へと案内され得る。いくつかの実施形態では、内視鏡は、チ
ャネル、例えばチャネル５を更に含む場合があり、これは遠位端３４から排出される、高
度に加圧された水の噴流を運ぶように構成され得る。少なくとも１つの実施形態において
、近位端２６は、漏れ試験コネクタ７を更に含んでもよく、これは、例えばチャネルの間
の漏れを点検するために、内視鏡内に加圧された流体及び／又は真空を導入するように構
成され得る。
【００１６】
　図１１を参照し、様々な実施形態において、制御ヘッド区分２３は弁チャンバ３２を含
む場合があり、これは、内部に弁要素を受容するように構成され得、それによって弁要素
は、内視鏡を通じた、例えば二酸化炭素の流れを制御し得る。少なくとも一実施形態にお
いて、弁要素は例えばストップコックを含んでもよく、これは、ストップコックが第１の
開放位置にあるときに、二酸化炭素がチャネル６を通じて流れ、かつストップコックが第
２の、すなわち閉鎖位置に回転したときに二酸化炭素がチャネル６を通じて遠位端３４に
流れることを防ぐか、又は少なくとも実質的に防ぐことを可能にするように構成され得る
。同様に、様々な実施形態において、制御ヘッド区分２３は弁チャンバ３０を含んでもよ
く、これは内部に弁要素を受容するように構成されてもよく、これは真空又は吸引のいず
れかを制御するように構成され得、チャネル４を通じて遠位端３４と連通し得る。様々な
実施形態では、更に以下でより詳細に記載されるように、制御ヘッド区分２３はチャネル
１と流体連通する第１部分２８、及び、加えて、チャネル２と流体連通する第２部分２９
を含む弁チャンバ、例えば、弁チャンバ２７を含む場合がある。この用途の目的のために
、任意の数の弁、チャネル、及び／又は他の任意の好適な装置が、流体が装置の間を流れ
得る場合において、圧力差、重力送り、及び／又は他の任意の好適な方法のいずれかによ
って互いに流体連通しているものと考えることができる。
【００１７】
　上記に加え、様々な実施形態において、弁チャンバ２７は、弁チャンバ２７を部分２８
及び２９内へと封止しながら分離するように構成された封止部を有する弁要素を受容する
ように構成され得る。少なくとも一実施形態において、封止部は、チャネル１を通じて流
れる空気が、例えば第２部分２９内へと流れないか、又は少なくとも実質的に流れないよ
うに構成され得る。同様に、封止部はまた、チャネル２を通じて流れる水が、第１部分２
８内に流れないか、又は少なくとも実質的に流れないように構成され得る。例示されてい
ないが、様々な実施形態において、このような弁要素は、２つ以上のチャネルを封止しな
がら分離することを補助することができ、それによって、そこを通って流れる流体は内視
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鏡の遠位端の別々の開口部から排出され得る。図１１を参照し、少なくとも１つの別の実
施形態では、チャネル１及び２は例えば、弁チャンバ２７から下流にある位置３３などの
位置で互いに流体連通するように定置され得、それによってチャネル１及び２を通じてそ
れぞれ流れる空気及び水は、共通の開口部を通じて内視鏡から排出され得る。
【００１８】
　内視鏡が使用された後、これは、もう一度使用できるように再処理され得る。様々な場
合において、例えば、上記のもののような除染装置は、内視鏡を除染し、及び／又は内視
鏡が適切に除染されたかどうかを評価するために利用され得る。少なくとも１つの場合に
おいて、水、滅菌剤、及び／又は他の任意の好適な流体を内視鏡の１つ又は２つ以上のチ
ャネルを通じて流し、チャネル内に侵入していることがあるくず及び／又は他のいずれか
の異物を取り除くことができる。図１２を参照し、様々な実施形態において、除染システ
ム４０は、内部に内視鏡の少なくとも一部分を受容するように構成され得る水槽１４、加
えて少なくとも一実施形態において、内視鏡の細長い部分２５の少なくとも一部分を受容
するか、又はこれと流体連通するように構成され得る管４２を含み得る。一実施形態にお
いて、除染システム４０は循環ポンプ４３を更に含んでもよく、これは例えば、流体を水
槽１４から、内視鏡２１及び／又は管４２を通じて、ライン３５内へと循環させるように
構成され得る。いくつかの実施形態では、ポンプ４３は例えば、流体を、加熱装置４５を
通じてライン４６内へと押し、それによって流体が水槽１４へと循環して戻り得るように
構成され得る。様々な実施形態において、除染システム４０は弁４７ａを更に含んでもよ
く、これは内視鏡のチャネルを通じて、ライン３５内を流れる流体の少なくとも一部分を
迂回させるように構成され得る。より具体的に、少なくとも一実施形態では、除染システ
ム４０は６つの流体コネクタ４１を含んでもよく、これらはライン３５からの流体を受容
するように構成され得、６つのコネクタ４１それぞれが、内視鏡の６つのチャネル、すな
わち、例えばチャネル１～６の１つと流体連通するように定置され得、それによって流体
がこれを通じて流れ得る。
【００１９】
　例えば、内視鏡が除染プロセスに供される前、間、及び／又は後に、くず又は他の任意
の異物がチャネル内に留まっているかどうかを判断するために内視鏡のチャネルが評価さ
れ得る。図１２を参照し、様々な実施形態では、例えば、チャネル４と関連するチャネル
ポンプ４ａが起動されてチャネル４を通じて流体を促進し得る。少なくとも１つのこのよ
うな実施形態では、センサー、例えばセンサー３９は、チャネル４を通じて流れる流体の
流量を測定するように構成され得、センサーによって測定される流量が、チャネルが閉塞
していないときの流体の流量を表わす推定又は予測流量と比較され得る。様々な実施形態
では、例えばチャネル４を通じた予測流量が、チャネルポンプ４ａのパラメーター、チャ
ネル４、並びに／又は除染システムの他の機構の直径、長さ、及び／若しくは他の様々な
特性を考慮して算出され得る。予測流量はまた、実験的に判定され得る。いずれにせよ、
所与のチャネルに関して測定される流量が、推定流量と一致するか、若しくは少なくとも
実質的に一致するか、又は流量の範囲内にある場合、除染装置は操作者に、チャネル内の
くず又は異物の存在の可能性は低いということを伝えることができる。いくつかの実施形
態では、センサー３９は１つ又は２つ以上のチャネルを通じて流れる流体の圧力を検出す
るように構成され得る圧力センサーを含み得る。このようなセンサー３９が、推定される
圧力若しくは圧力の範囲（range or pressures）を上回る及び／又は下回る流体圧力を検
出する場合、除染装置は操作者に異物が存在するか、又は例えば内視鏡が何らかの欠陥を
有することを伝えることができる。少なくとも１つのこのような実施形態では、圧力セン
サーは、結果としてチャネルを通じて流れる流体の速度を間接的に測定することができる
。
【００２０】
　上記に加え、様々な実施形態において、内視鏡チャネルを通じて流れる流体の、測定さ
れる流量及び／又は圧力は、推定流量及び／又は圧力と正確に一致する必要はない。少な
くとも一実施形態では、例えば、測定される流量が推定流量に対して許容可能な範囲内に
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ある場合、チャネルは閉塞していないものとみなすことができる。測定される流量が許容
可能な範囲内にない場合、除染装置は操作者に、チャネルが閉塞している恐れがあること
と、更なる検査が必要であり得ることとを伝えることができる。例として、くず又は他の
異物がチャネル内に存在する場合、くずは、チャネル及び除染装置を通じた流体の流量を
妨害するか、又は低減することがある。それに応じて、くず又は異物は、流体の圧力の増
加を生じ得る。操作者が問題を診断するのを補助するため、除染装置の制御システムは操
作者に、どのチャネルが試験されているか、測定される流量、及び／若しくは圧力、並び
に／又は測定値が推定値と異なる割合を含む情報を伝えることができる。いくつかの実施
形態では、センサーは、チャネルを通じて流れる流体の量、又は速度と対応する、一連の
信号パルスを生成するように構成され得る。例えば、センサーを通る、又はその近位の流
体の流れがより遅い場合には遅い速度で信号パルスを生成することができ、これに対応し
て、センサーを通る、又はその近位の流体の流れがより早い場合にはより速い速度で信号
パルスを生成し得る。いくつかの場合においては、センサーが信号パルスを生成する速度
は、流体がチャネルを通じて流れる速度と正比例し得る。少なくとも１つのこのような実
施形態では、除染装置はこのような信号パルスを受信し、このような情報を考慮して流量
が適切かどうかを判断するように構成され得る。
【００２１】
　上記に加え、様々な実施形態において、内視鏡内の弁要素は、それらの対応する弁チャ
ンバから取り外すことができ、それによって例えば、弁要素は別々に除染することができ
る。弁要素が弁チャンバから取り外される場合、内視鏡のチャネルを通じて流れる試験流
体が弁チャンバの開口端部を通じて内視鏡から逃れるのを防ぐため、１つ又は２つ以上の
試験取付具又はチャネルセパレータが内視鏡と動作可能に係合し得る。図１３及び図１４
を参照すると、一実施形態では、チャネルセパレータ５０は、コネクタ部分９０、偏倚部
材、例えば、ばね９２及び面シール９４を含むことができ、ばね９２は、例えば弁チャン
バ３０内及び／又はこれの周囲の封止表面に対して面シール９４を偏倚させるように構成
され得る。少なくとも１つのこのような実施形態では、ばね９２は、流体が弁チャンバ３
０から逃れるのを防ぐか、又は少なくとも実質的に防ぐため、面シール９４に十分なバイ
アス力を適用し得る。少なくとも例示される実施形態では、面シール９４は弁要素類似体
９６に取り付けることができ、弁要素類似体９６は、例えば、突起部、例えば実質的に環
状の突起部９８を含むことができ、これはばね９２からバイアス力を受容し、バイアス力
を面シール９４に伝達するように構成され得る。いくつかの実施形態では、放射状シール
が利用されて、弁要素類似体を弁チャンバの内部に封止し得る。
【００２２】
　上記に加え、再び図１３及び図１４を参照すると、チャネルセパレータ５０は、弁要素
類似体５４を更に含むことができ、これは弁チャンバ２７内に位置付けられ、これを第１
部分２８及び第２部分２９へと封止しながら分離するように構成され得る。様々な実施形
態において、チャネルセパレータ５０は、弁要素類似体５４の少なくとも一部分の周囲に
位置付けられた封止部５６ａを更に含む場合があり、封止部５６ａは弁チャンバ２７の側
壁に封止しながら係合するように構成され得る。少なくとも１つのこのような実施形態で
は、封止部５６ａは、チャネル２及び第２弁チャンバ部分２９を通じて流れる流体が、第
１弁チャンバ部分２８及び／又はチャネル１内に流れ込むことを防ぐか、又は少なくとも
実質的に防ぐことができる。同様に、封止部５６ａは、チャネル１及び第１部分２８を通
じて流れる流体が、第２部分２９及び／又はチャネル２内に流れ込むことを防ぐか、又は
少なくとも実質的に防ぐことができる。封止部５６ａと同様に、チャネルセパレータ５０
は更に、封止部５６ｂを含む場合があり、これは弁チャンバ２７の側壁と係合し、流体が
弁チャンバ２７から逃れることを防ぐか、又は少なくとも実質的に防ぐように構成され得
る。様々な実施形態において、チャネルセパレータ５０はばね５９、及び加えて弁要素類
似体５４から延びる突出部５７を更に含む場合があり、ばね５９は突出部５７にバイアス
力を適用し、弁要素類似体５４を弁チャンバ２７内へと偏倚させるように構成され得る。
少なくとも一実施形態において、チャネルセパレータ５０は、ここから延びる停止部５５



(9) JP 5507569 B2 2014.5.28

10

20

30

40

50

を更に含む場合があり、ばね５９は、弁要素類似体５４を弁チャンバ２７内に位置付け、
それによって停止部５５が制御ヘッド区分２３上の表面６０と当接し得るか、又は少なく
とも隣接して位置付けられるように構成され得る。
【００２３】
　上記の結果として、チャネルセパレータ５０はチャネル１及びチャネル２を封止しなが
ら分離することができ、それによって、上記で概説したように、チャネルが、遮断物又は
くずの存在について試験されるときに、チャネルの１つを通じて流れる流体が他のチャネ
ル内に流れ込み得ない、又は実質的に流れ込み得ない。しかしながら、例えば、封止部５
６ａがひび割れるか、欠けるか、及び／又は別の方法で損傷を受ける場合、流量試験中に
チャネル１及び２の一方を通じて流れる流体が他のチャネル内に流れ込むことがある。例
えば、封止部５６ａが何らかの欠陥を有する場合、チャネル１を通じて流れる流体は封止
部５６ａを超えて、第２部分２９内へと流れ込む場合がある。このような場合、チャネル
１と関連する流量センサー３９（図１２）は、チャネル１を通じて流れる流体の流量の低
下を検出し得る。このような流量の低下はまた、少なくとも部分的に閉塞したチャネルと
一致することがあり、除染装置は、操作者に、実際には流量の低下がチャネルセパレータ
の欠陥によって生じている際に、遮断物がチャネル１内に存在し得ると、誤って伝えるこ
とがある。このような状況は、操作者が問題の源を検出するのに必要な時間を増加させる
ことがある。
【００２４】
　様々な場合において、上記で概説したように、内視鏡、例えば内視鏡２１は、２つ以上
のチャネルを含む場合があり、これらは弁チャンバの下流に位置付けられる位置で共通の
チャネルへと収束し得る。例えば、図１１を参照すると、内視鏡２１のチャネル１及び２
は、弁チャンバ部分２８及び２９とそれぞれ流体連通する場合があり、チャネル１及び２
は、弁チャンバ２７の下流の位置３３で収束し得る。このような実施形態においては、例
えば、流体流量試験中に、流体がチャネル間、及び／又は弁チャンバ２７の弁チャンバ部
分の間で漏れる場合、内視鏡を通じた流体の流れは、チャネル１とチャネル２とで分割さ
れ得るが、例えば、内視鏡を通じた流体の流量が評価される前に、下流位置３３で収束し
得るこのような場合、流量計又はセンサー、特に内視鏡２１の遠位端３４から下流に定置
されたもの、例えばセンサー４４（図１２）は、最終的に遠位端３４を出る流体の正味流
量が実質的に影響を受けないことがあるため、チャネルセパレータが漏れを生じているこ
とを見抜けないことがある。
【００２５】
　上記に加え、いくつかの場合においては、内視鏡のチャネル間、及び／又は弁チャンバ
間の漏れ経路は、チャネルを通じて流れる流体がチャネル内の閉塞物の周囲を迂回するこ
とを可能にする場合がある。より具体的に、試験されているチャネルが少なくとも部分的
に閉塞している場合、流体の少なくとも一部分が不完全な封止部又はチャネルセパレータ
を通じて、別のチャネル内へと漏入する場合があり、これは流体が実際に閉塞物を迂回す
ることを可能にし、様々な実施形態において、試験されるチャネルを通じて流れる流体と
再び収束する。このような場合、すなわち、漏れ試験取付具又はチャネルセパレータのた
めに、除染装置は、操作者に、試験されているチャネルを通じた流量が推定よりも低いこ
とを適切に示せない場合がある。この条件の発生を低減するため、チャネルセパレータを
使用前に調べることができ、及び／又は悪化した封止部及び／又はチャネルセパレータが
使用される可能性を低減するために、予防保全計画が採用され得る。
【００２６】
　上記に加え、様々な実施形態において、弁類似体５４及び９６を弁チャンバ２７及び３
０内にそれぞれ保持するため、試験取付具、例えばチャネルセパレータ５０を、例えば内
視鏡２１に取り付けることができる。図１３及び図１４を参照し、少なくとも一実施形態
では、チャネルセパレータ５０は制御ヘッド区分２３の固定部分２３ａ及び２３ｂを係合
させるように構成することができ、それによってセパレータ５０は、内視鏡２１に容易に
取り外せないように固定され得る。いくつかの実施形態では、チャネルセパレータ５０の
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スライド５２は、スライド５２が第１の、すなわち非固定位置と、第２の、すなわち固定
位置との間で移動又は摺動するときに、固定部分２３ａ及び２３ｂと係合するように構成
され得る。スライド５２がその非固定位置にあるときに、スライド５２は、固定部分２３
ａ及び／又は固定部分２３ｂと係合しないか、又は部分的にのみ係合し得る。スライド５
２がその固定位置に移動するときに、スライド５２は固定部２３ａ及び／又は固定部分２
３ｂと係合することができ、それによってチャネルセパレータ５０は、例えば、軸方向及
び／又は横方向の力がそこに適用されるときに内視鏡２１から容易に外れ得ない。少なく
とも１つのこのような実施形態において、スライド５２は１つ又は２つ以上の固定部分、
又はフランジ５２ａ及び５２ｂを含むことができ、これらは、スライド５２がそこに固定
されるように、内視鏡固定部分２３ａ及び／又は２３ｂの下部で摺動するように構成され
得る。様々な実施形態において、図１４において例示されるように、固定部分２３ａ及び
／又は２３ｂは、１つ又は２つ以上のリップ又は突起部を含むことができ、これらは、例
えば突起部と制御ヘッド区分２３の本体との間に、１つ又は２つ以上の溝、例えば溝５１
ａ及び５１ｂを画定することができる。いくつかの実施形態では、固定部分２３ａ及び／
又は２３ｂは弁チャンバ２７及び３０の周囲に環状の、又は少なくとも実質的に環状の突
起部をそれぞれ含む場合があり、溝５１ａ及び５１ｂは、固定部分２３ａ及び２３ｂの外
辺部の周囲にそれぞれ延びる環状の又は少なくとも実質的に環状の溝を含むことができる
。いずれにせよ、内視鏡固定部分２３ａ、２３ｂ、及び固定フランジ５２ａ、５２ｂの係
合により、チャネルセパレータ５０の封止部５６ａ、５６ｂ、及び９４は、これらの対応
する弁チャンバと封止しながら係合するように保持され得る。しかしながら、いくつかの
場合において、操作者は、弁類似体５４及び９６をそれらの対応する弁チャンバ内に適切
に位置付けるために、チャネルセパレータ５０を下方に押す一方で、同時に、チャネルセ
パレータ５０を適所に固定するためにスライド５２を横方向に押さなくてはならないこと
がある。このような実施形態は、多くの場合において好適であるが、一部の操作者にとっ
ては、チャネルセパレータ５０を操作するために必要な力を適用することが困難であり得
る。操作者は、１つ又は２つ以上の弁類似体をそれらの弁チャンバ内に適切に位置付ける
ためにチャネルセパレータを下方に押すことができるが、例えばチャネルセパレータを適
所に固定するためにスライドを放すことができる実施形態が以下で説明される。いずれに
せよ、チャネルセパレータ５０を内視鏡２１から取り外すために、フランジ５２ａ、５２
ｂが固定部分２３ａ及び２３ｂと係合しないか、又は少なくとも部分的にのみ係合するよ
うに、スライド５２はその第２の、すなわち固定位置から、その第１の、すなわち非固定
位置まで動かすことができる。
【００２７】
　ここで図１～９を参照し、様々な実施形態において、弁類似体又はシャフト１５４及び
１９６を、弁チャンバ１２７及び１３０内にそれぞれ保持するため、試験取付具、例えば
チャネルセパレータ１５０を、例えば内視鏡１２１に取り付けることができる。上記と同
様に、図３及び図４を参照して、第１弁類似体１５４は、弁チャンバ１２７を第１部分１
２８及び第２部分１２９へと封止しながら分離するように構成され得る。やはり上記と同
様に、弁類似体１５４は、第１封止部１５６ａを含むことができ、これは、弁チャンバ１
２７の側壁に係合するように構成され、第１チャネル１０１を通じて流れる流体が、第２
部分１２９に入るのを、これに対応して、第２チャネル１０２を通じて流れ得る流体が第
１部分１２８に入るのを防ぐか、又は少なくとも妨げる。上記に加え、図２を参照し、弁
類似体１５４は、第２封止部１５６ｂを更に含むことができ、これは第１チャネル１０１
を通じて流れる流体が、弁チャンバ１２７の開放端部を通じて制御ヘッド区分１２３から
逃れることを防ぐように構成され得る。様々な実施形態において、図２を参照し、封止部
１５６ａ及び／又は封止部１５６ｂは、例えばＯリング封止部を含む場合があり、弁類似
体１５４は、内部に第１封止部１５６ａを受容し、保持するように構成された第１封止座
部１５４ａ、及び加えて、内部に第２封止部１５６ｂを受容し、保持するように構成され
た第２封止座部１５４ｂを含み得る。同様に、第２弁類似体１９６は、封止座部１９６ａ
を含むことができ、これは内部に封止部１９４を受容し保持するように構成され得、封止
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部１９４は、弁チャンバ１３０の側壁に封止しながら係合するように構成され得る。
【００２８】
　図１及び図２を参照し、様々な実施形態において、チャネルセパレータ１５０は、そこ
から弁類似体１５４及び／又は弁類似体１９６が延び得るブロック若しくはフレーム１９
０を更に含み得る。例示されないが、いくつかの実施形態において、弁類似体１５４及び
／又は弁類似体１９６が、フレーム１９０と一体に形成されるか、及び／又はこれにねじ
止めされ得る。少なくとも一実施形態において、フレーム１９０は、内部に第１弁類似体
１５４の少なくとも一部分を受容を受容するように構成された第１開口部１９１、加えて
、内部に第２弁類似体１９６の少なくとも一部分を受容するように構成された第２開口部
１９３を含み得る。図２及び図８を参照し、いくつかの実施形態では、チャネルセパレー
タ１５０は、弁類似体１５４及び１９６をフレーム１９０に保持するように構成された１
つ又は２つ以上の保持器を更に含み得る。少なくとも一実施形態において、チャネルセパ
レータ１５０は、そこに取り付けられた第１保持部材１５９を含むことができ、保持部材
１５９は少なくとも１つの開口部、例えば開口部１５９ａを含むことができ、これは第１
弁類似体１５４の少なくとも一部分、例えば保持部分１５７を内部に受容するように構成
され得る。少なくとも１つのこのような実施形態では、保持部分１５７は、１つ又は２つ
以上の溝、例えば溝１５７ａを含むことができ、これは保持部分１５７及び保持部材１５
９が協働して弁類似体１５４をフレーム１９０に保持し得るように、保持部材１５９を内
部に受容するように構成され得る。
【００２９】
　図２を参照し、様々な実施形態において、保持部材１５９は、第１保持部材１５９をフ
レーム１９０に取り付けるために、１つ又は２つ以上の締結具（例示されない）を内部に
受容するように構成された、少なくとも１つの締結開口部１５９ｂを含み得る。同様に、
チャネルセパレータ１５０は、１つ又は２つ以上の締結開口部１９２ｂを通じて挿入され
る１つ又は２つ以上の締結具（例示されない）を介してフレーム１９０に取り付けられる
第２保持部材１９２を更に含む場合があり、第２保持部材１９２は、第２弁類似体１９６
をフレーム１９０に保持するように構成され得る。少なくとも１つのこのような実施形態
では、第２保持部材１９２は、少なくとも１つの開口部１９２ａを含むことができ、これ
は第２弁類似体１９６の、例えば保持部分１９８を内部に受容するように構成され得る。
いくつかの実施形態では、第１保持部材１５９及び／又は第２保持部材１９２は、例えば
１つ又は２つ以上の弾力的、弾性、及び／又は好適な可撓性材料からなることができ、保
持部材１５９及び／又は１９２がばねとして機能することを可能にするように構成され得
る。少なくとも一実施形態では、保持部材１５９及び１９２は、ばね鋼及び／又はステン
レス鋼からなり得る。図２を参照し、いくつかの実施形態では、保持部材１５９及び／又
は１９２は、その一端においてのみフレーム１９０に取り付けることができ、それによっ
て保持部材１５９及び／又は１９２は片持ばねを含み得る。
【００３０】
　様々な実施形態において、チャネルセパレータ１５０は、弁類似体１５４及び１９６を
弁チャンバ１２７及び１３０とそれぞれ整列させ、弁類似体１５４及び１９６を弁チャン
バ１２７及び１３０内に位置付け、固定ハウジング１５２を制御ヘッド部分１２３の固定
部分１２３ａ及び／又は１２３ｂに固定することによって、内視鏡１２１へと組み立てる
ことができる。少なくとも一実施形態において、チャネルセパレータ１５０は、ハウジン
グ１５２が、第１の、すなわち固定位置と、第２の、すなわち非固定位置との間で可動で
あり、弁類似体１５４及び１９６がそれらの対応する弁チャンバ内に位置付けられる間、
ハウジング１５２はその非固定位置（図５及び図９）に保持され得る。一般的に図９を参
照して、様々な実施形態では、フレーム１９０はそこから延びる突起部又はボタン１８９
を含むことができ、これは第１把持表面１８８を含むことができ、かつ加えて、ハウジン
グ１５２は、第２把持表面１８６を含むことができ、把持表面１８６及び１８８は、ハウ
ジング１５２をフレーム１９０に対して摺動させるために、操作者が１つ又は２つ以上の
力を表面１８６及び１８８に適用し得るように、構成され得る。いくつかの実施形態では
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、ハウジング１５２をその固定位置又は構成から、その非固定位置又は構成へと動かすた
めに、第２把持表面１８６を、第１把持表面１８８の方に動かすことができる。図２を参
照すると、少なくとも一実施形態では、突起部１８９は、内部のねじ付き開口部（例示さ
れない）を介してフレーム１９０に係合し得るねじ付き端部１８７を含み得る。
【００３１】
　様々な実施形態では、操作者は例えば、把持表面１８６及び１８８に１つ又は２つ以上
の圧迫力又は圧搾力を適用し、ハウジング１５２をその固定位置からその非固定位置へと
動かしてもよい。様々な実施形態では、偏倚部材１８０は、ハウジング１５２とフレーム
１９０の中間に位置付けることができ、それによってハウジング１５２がフレーム１９０
に対して動かされたときに、偏倚部材１８０がその間で圧迫され得る。図９を参照し、少
なくとも一実施形態では、偏倚部材１８０は、圧迫ばねを含むことができ、これは、これ
らが圧迫される際に内部にエネルギーを保存することができる。もう一度図９を参照する
と、フレーム１９０は、１つ又は２つ以上のばね開口部１９５を含むことができ、これは
偏倚部材１８０の少なくとも一部分を内部に受容するような大きさ及び構成であり得る。
例示されないが、偏倚部材が、例えばフレーム１９０の反対側に位置付けられる１つ又は
２つ以上の張力ばねを含み得る実施形態が想定される。いずれにせよ、以下でより詳細に
記載れるように、一度弁類似体１５４及び１９６がこれらの弁チャンバ内に位置付けられ
ると、ハウジング１５２が解放されて、偏倚部材１８０がハウジング１５２をその固定位
置へと動かすことを可能にする（図６～８）。上記に加え、いくつかの実施形態では、ハ
ウジング１５２をその固定した構成に戻すために、偏倚部材１８０は内部に保存されたエ
ネルギーの少なくとも一部分を解放させることができる。少なくとも一実施形態では、結
果として、偏倚部材１８０は、第２把持表面１８６を、第１把持表面１８８から遠ざける
ように動かし、ハウジング１５２をその固定位置へ偏倚させるように構成され得る。
【００３２】
　図５及び図６を参照すると、様々な実施形態において、ハウジング１５２は少なくとも
１つの固定フランジ、例えば、固定フランジ１５２ａを含むことができ、これは、ハウジ
ング１５２がその非固定位置（図５）からその固定位置（図６）に動かされたときに、こ
れが内視鏡固定部分１２３ａ及び１２３ｂの下で少なくとも部分的に摺動し得るように構
成され得る。図９を参照して、少なくとも一実施形態では、内視鏡固定部分１２３ａは、
少なくとも１つのリップ又は突起部１５３ａを含んでもよく、これは、突起部１５３ａと
制御ヘッド区分１２３の本体の中間に位置付けられた少なくとも１つの溝１５１ａを画定
し得る。図８を参照し、同様に、内視鏡固定部分１２３ｂは、少なくとも１つのリップ又
は突起部１５３ｂを含んでもよく、これは、突起部１５３ａと制御ヘッド区分１２３の本
体の中間に位置付けられた少なくとも１つの溝１５１ｂを画定し得る。ハウジング１５２
がその固定位置又は構成に動かされた際、固定フランジ１５２ａの少なくとも一部分が、
突起部１５３ａ及び１５３ｂの下部、かつ溝１５１ａ及び１５１ｂの内部に位置付けられ
得る。様々な別の実施形態では、固定フランジ１５２ａは、固定部分１２３ａ及び１２３
ｂの一方のみと係合するように構成され得る。いくつかの実施形態では、ハウジング１５
２は、例えば、内視鏡固定部分１２３ａ及び／又は１２３ｂと係合するために、２つ以上
の固定フランジを含んでもよい。いずれにせよ、内視鏡固定部分１２３ａ、１２３ｂ、及
び固定フランジ１５２ａの協働的な幾何学構造により、チャネルセパレータ１５０は、す
なわち、ハウジング１５２が非固定位置又は構成に動かされ、固定フランジ１５２ａが溝
１５１ａ及び／又は１５１ｂから取り外されるか、あるいは少なくとも十分に取り外され
るまで、内視鏡１２１に固定され得る。
【００３３】
　例えば、固定フランジ１５２ａが内視鏡固定部分１２３ａ及び／又は１２３ｂから十分
に係合離脱されると、チャネルセパレータ１５０は、制御ヘッド１２３から取り外され得
る。様々な実施形態において、非固定位置にあるハウジング１５２を例示する図５を参照
すると、固定フランジ１５２ａは、図６に例示されるように、固定フランジ１５２ａが内
視鏡固定突起部１５３ａ及び１５３ｂと重複することがもはやないように動かされ得る。
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このような場合、固定部分１２３ａ及び１２３ｂは、それぞれ隙間切り抜き部１５２ｅ及
び１５２ｆを通じて、固定フランジ１５２ａ及びフランジ１５２ｂに対して動くように構
成され得る。少なくとも一実施形態において、ハウジング１５２及び／又はフレーム１９
０に上方への力が適用され得、それによって弁類似体１５４及び１９６は、弁チャンバ１
２７及び１３０から取り外され得る。しかしながら、いくつかの場合において操作者は、
封止部１５６ａ、１５６ｂ、及び１９４と、弁チャンバの側壁との間の摩擦推力によって
生じ得る抵抗力を克服しなくてはならない場合がある。様々な実施形態において、チャネ
ルセパレータ１５０は、例えば持ち上げ機構を含むことができ、これは、チャネルセパレ
ータ１５０の取り外しを促進するために、チャネルセパレータ１５０の少なくとも一部分
を、制御ヘッド区分１２３から押し離すように構成され得る。図１及び図２を参照し、少
なくとも一実施形態では、チャネルセパレータ１５０は、持ち上げ機構１８１を含む場合
があり、これは、例えば制御ヘッド区分１２３に係合し、ハウジング１５２がその固定位
置からその非固定位置に動かされたときに、フレーム１９０を上方に動かすように構成さ
れ得る。いくつかの実施形態では、持ち上げ機構１８１は少なくとも１つの持ち上げ部材
、例えば持ち上げ部材１８２、及び少なくとも１つの偏倚部材、例えばばね１８３を含む
場合があり、これは制御ヘッド区分１２３及び偏倚チャネルセパレータ１５０を上方に押
す力を伝達するように構成され得る。
【００３４】
　様々な実施形態において、その固定位置にあるハウジング１５２を例示する図６を参照
すると、持ち上げ部材１８２は、ハウジング１５２のフランジ１５２ｂによって第１位置
に維持され得、それによって持ち上げ部材１８２は、図７に例示されるように、制御ヘッ
ド区分１２３上の押し表面１２３ｃに係合し得ないか、又は少なくとも実質的に係合し得
ない。少なくとも一実施形態では、再び図６を参照すると、フランジ１５２ｂは、内部に
スロット１５２ｃを更に含むことができ、これは持ち上げ部材１８２がそこを通って少な
くとも部分的に延び、一方で持ち上げ部材１８２をその第１位置で解放可能に保持するこ
とを可能にし得る。図５に例示されるように、ハウジング１５２がその非固定位置に移動
する際、スロット１５２ｃの開口部１５２ｄは、持ち上げ部材１８２が、ばね１８３によ
ってその延びた位置（図９）に動かされ得るように、持ち上げ部材１８２と整列させるこ
とができる。少なくとも１つのこのような実施形態において、開口部１５２ｄは、持ち上
げ部材１８２のより大きな部分がそこを通って延びることを可能にし、一方で持ち上げ部
材１８２のより大きな部分１８４がここを完全に通過することを防ぐか、又は少なくとも
妨げるような、大きさ及び構成であり得る。このような実施形態は、持ち上げ部材１８２
が、チャネルセパレータ１５０から完全に取り外されることを防ぐか、又は少なくとも妨
げることができる。いくつかの実施形態では、図２を再び参照すると、フレーム１９０は
、ばね１８３及び／又は持ち上げ部材１８２の少なくとも一部分を受容するように構成さ
れ得る開口部１８５を含むことができ、ばね１８３は、フレーム１９０と持ち上げ部材１
８２の中間に位置付けられ得る。
【００３５】
　上記に加え、様々な実施形態において、持ち上げ機構は、チャネルセパレータを上方に
、すなわち、弁チャンバ１２７及び／又は弁チャンバ１３０によって画定される軸に沿っ
て、又は実質的にこの軸に沿って押すように構成され得る。例示されないが、少なくとも
１つのこのような実施形態では、持ち上げ機構は、チャネルセパレータの中央線若しくは
中央面に沿って、又は少なくとも実質的にこれに沿って位置付けられ、それによって持ち
上げ部材がチャネルセパレータを上方に持ち上げる際に、もしあったとしても非常に僅か
なトルク又はモーメントが生じる。いくつかの実施形態では、持ち上げ機構は、持ち上げ
機構が内視鏡と係合するときに、チャネルセパレータを揺り動かす、傾ける、又は回転さ
せるように構成され得る。図９を参照し、少なくとも一実施形態では、持ち上げ機構１８
１は、それがチャネルセパレータの中央線又は中央面の一方の側に位置付けられるように
して、チャネルセパレータ１５０に取り付けられ得る。様々な実施形態において、持ち上
げ機構１８１は、持ち上げ部材１８２が、フレーム１９０の中央線１９９と同一線上又は
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少なくとも実質的に同一線上にない直線に沿って制御ヘッド区分１２３に接触するように
構成され得る。持ち上げ部材１８２のオフセットにより、例えば、フレーム１９０は、内
視鏡固定部分１２３ａ及び／又は１２３ｂに対して揺れ動く、傾く、又は回転する場合が
あり、それによって例えば、持ち上げ機構１８１を有するハウジング１５２の側部は、ハ
ウジング１５２の他方の側部よりも高く位置付けられる。
【００３６】
　上記に加え、様々な実施形態において、ハウジング１５２は、ハウジング１５２を、フ
レーム１９０に対して、弁類似体、又はシャフト１５４及び／若しくは１５６によって画
定される軸に対して横方向に動かすことによって、その非固定位置に動かされ得る。いく
つかの実施形態では、ハウジング１５２は、このような軸と垂直又は少なくとも実質的に
垂直な方向に動かされ得る。少なくとも一実施形態では、弁類似体１５４及び１９６は、
弁類似体１５４及び／又は１５６によって画定される軸と実質的に平行であるか、又は実
質的に同一直線上の方向に沿って、弁チャンバ１２７及び１３０に挿入され得る。一度位
置付けられると、ハウジング１５２は解放され得、それによってこれは、このような軸に
対して横方向で固定位置へと移動する。いくつかの実施形態では、ハウジング１５２は、
これらの軸と垂直又は少なくとも実質的に垂直な方向で、固定部分１２３ａ及び／若しく
は１２３ｂと係合するか、及び／又はこれから係合離脱し得る。様々な実施形態において
、ハウジング１５２は、これらの側部から順次又は同時のいずれかにより、これらの側部
に固定部分１２３ａ及び／若しくは１２３ｂを係合させ、並びに／又はこれから係合離脱
させ得る。少なくとも一実施形態において、固定部分１２３ａ及び１２３ｂはその間に直
線を画定することができ、ここでハウジング１５２がこのような直線に対して横、垂直、
及び／又は斜めである方向で固定部分１２３ａ及び／又は１２３ｂと係合及び／又は係合
離脱し得る。いくつかの実施形態において、ハウジング１５２が固定部分１２３ａ及び／
又は１２３ｂと係合及び／又は係合離脱する方向は、この直線と平行若しくは同一直線上
であることはない。
【００３７】
　上記で概説したように、様々な実施形態において、チャネルセパレータ又は試験取付具
は、２つの弁チャンバを封止するための２つの弁類似体を含み得る。いくつかの実施形態
では、チャネルセパレータ又は試験取付具は、１つの弁類似体、又は別の方法として３つ
以上の弁類似体を含むことができ、これらは３つ以上の弁チャンバにそれぞれ挿入され得
る。少なくとも１つのこのような実施形態では、チャネルセパレータは３つの弁チャンバ
内に挿入され得る３つの弁類似体を含み得る。上記に加え、様々な実施形態において、チ
ャネルセパレータは、各弁チャンバと関連する固定部分と係合するハウジングを含み得る
。いくつかの他の実施形態では、チャネルセパレータは、弁チャンバと関連する固定部分
の全てとは係合しないハウジングを含み得る。少なくとも一実施形態では、弁チャンバ及
びこれらと関連する固定部分は、直線に沿って位置付けられるか、他の任意の好適なパタ
ーンで配置されてよく、ハウジングは、直線又はパターンの端部の弁チャンバと関連する
固定部分と係合するように構成され得る。換言すると、可動ハウジングは、２つ以上の固
定部分を係合させるが、その間の１つ又は２つ以上の固定部分を係合させないことによっ
て、内視鏡に固定することができる。他のいくつかの実施形態では、ハウジングは直線又
はパターンの端部の弁チャンバと関連する固定部分と係合しないことがある。
【００３８】
　様々な実施形態において、例えば、チャネルセパレータ１５０のハウジング１５２、フ
レーム１９０、並びに／又は弁類似体１５４及び１９６は、任意の好適な材料、例えば、
ステンレス鋼３１６からなってもよく、例えば、封止部１５６ａ、１５６ｂ、及び／若し
くは１９４は、例えばシリコーンからなってもよい。いくつかの場合において、チャネル
セパレータ１５０は滅菌する必要があり得、いくつかの実施形態では、ハウジング１５２
、フレーム１９０、及び／又は弁類似体１５４、１９６は、これらを洗浄し、再び組み立
て、かつ再使用できるように、分解することができる。いくつかの他の実施形態では、例
えば、チャネルセパレータ１５０は、１回又は２回以上の使用の後に廃棄され得る１つ又
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は２つ以上の使い捨て構成要素を含み得る。少なくとも１つのこのような実施形態におい
て、弁類似体１５４及び／又は１９６は、プラスチックからなってもよく、例えばフレー
ム１９０へと容易に組み立てることができ、かつフレーム１９０から分解することができ
る。様々な実施形態において、結果として、弁類似体の１つ又は２つ以上が、使い捨てで
あってもよい。いくつかの実施形態において、封止部１５６ａ、１５６ｂ、及び／又は１
９４は、弁類似体１５４、及び／又は１９６へとそれぞれ組み立てることができ、一方で
、他の実施形態では、封止部は弁類似体と共に一体的に形成されてもよい。少なくとも１
つのこのような実施形態では、例えば封止部１５６ａ及び／又は１５６ｂは弁類似体１５
４と一体的に形成することができ、それによって封止部１５６ａ及び／又は１５６ｂが摩
耗するか、又はひび割れた後に、弁類似体アセンブリ全体が処分され得る。いくつかの実
施形態では、一体的な封止部及び弁類似体は、シリコーンからなってもよい。
【００３９】
　本明細書に開示される実施形態は内視鏡に関連して記載されてきたが、他の実施形態は
、任意の好適な医療用装置に関連して想定される。本発明は代表的な設計を有するものと
して記載されてきたが、本発明は、本開示の趣旨及び範囲内で更に修正され得る。本出願
はしたがって、その一般原理を使用して、本発明のあらゆるバリエーション、用途、又は
適合を包含することを意図される。更に、本出願は、本発明が関連する当該技術分野の既
知又は慣用の実施方法の範囲内に入る、本開示からの逸脱を包含することを意図される。
【００４０】
〔実施の態様〕
（１）　内視鏡を試験するための試験取付具であって、前記内視鏡はチャネル、前記チャ
ネルと流体連通する弁チャンバ、前記弁チャンバ内に取り外し可能に位置付けられる弁部
材、及び第１固定機構を有し、前記試験取付具は、
　第１把持部分を有するフレームと、
　前記フレームから延びる弁部材類似体であって、前記弁部材類似体は、前記弁チャンバ
の少なくとも一部分を封止するように構成された封止部を含む、弁部材類似体と、
　前記フレームに対して可動のハウジングであって、前記ハウジングは、固定位置と非固
定位置との間で可動であり、前記ハウジングは第２把持部分を含み、前記第２把持部分は
前記第１把持部分の方に動かされて前記ハウジングを前記非固定位置に位置付けるように
構成され、前記第２把持部分は前記第１把持部分から遠ざかるように動かされて前記ハウ
ジングを前記固定位置に位置付けるように構成され、前記ハウジングは、前記第２把持部
分が前記第１把持部分から遠ざかるように動かされたときに、前記第１固定機構に係合す
るように構成された第２固定機構を含む、ハウジングとを含む、試験取付具。
（２）　前記ハウジングと前記フレームの中間に位置付けられるばねを更に含み、前記ば
ねは前記ハウジングを前記固定位置に偏倚させるように構成される、実施態様１に記載の
試験取付具。
（３）　前記フレームに対して可動である持ち上げ部材であって、前記持ち上げ部材は第
１位置と延びた位置との間で可動であり、前記持ち上げ部材は、前記持ち上げ部材が前記
延びた位置にあるときに、前記内視鏡と係合するように構成される、持ち上げ部材と、
　前記持ち上げ部材と前記フレームの中間に位置付けられるばねであって、前記ばねは、
前記持ち上げ部材にバイアス力を適用し、前記持ち上げ部材を前記延びた位置に動かすよ
うに構成される、ばねとを更に含む、実施態様１に記載の試験取付具。
（４）　前記フレームが中央線を有し、前記持ち上げ部材が前記中央線の一方の側部に位
置付けられ、前記持ち上げ部材及び前記ばねは、前記持ち上げ部材が前記延びた位置にあ
るときに、前記フレームを前記内視鏡に対して傾けるように構成される、実施態様３に記
載の試験取付具。
（５）　前記ハウジングは、前記ハウジングが前記固定位置にあるときに、前記持ち上げ
部材を前記第１位置に保持するように構成され、前記ハウジングは、前記ハウジングが前
記非固定位置に動かされるときに、前記ばねが前記持ち上げ部材を前記延びた位置に動か
すことを可能にするように構成されたスロットを含む、実施態様３に記載の試験取付具。
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（６）　前記弁部材類似体が、前記フレームに取り外し可能に接続された使い捨て弁部材
類似体を含む、実施態様１に記載の試験取付具。
（７）　前記内視鏡は複数の第１固定機構及び複数の弁チャンバを含み、前記試験取付具
は、前記複数の弁チャンバと対応する複数の弁部材類似体を更に含み、前記ハウジングは
、前記複数の第１固定機構と係合するように構成された複数の第２固定機構を更に含む、
実施態様１に記載の試験取付具。
（８）　内視鏡を試験するための試験取付具であって、前記内視鏡はチャネル、前記チャ
ネルと流体連通する弁チャンバ、前記弁チャンバ内に取り外し可能に位置付けられる弁部
材、及び固定機構を有し、前記試験取付具は、
　フレームと、
　前記フレームから延びる弁部材類似体であって、前記弁部材類似体は、前記弁チャンバ
の少なくとも一部分を封止するように構成された封止部を含む、弁部材類似体と、
　前記フレームに対して可動のハウジングであって、前記ハウジングは、前記ハウジング
を非固定位置に位置付けるために前記フレームの方に可動である、ハウジングと、
　前記ハウジングを前記フレームに対して偏倚させて前記ハウジングを、前記ハウジング
が前記内視鏡の前記固定機構に固定される固定位置に位置付けるように構成された偏倚部
材とを含む、試験取付具。
（９）　前記フレームに対して可動の持ち上げ部材であって、前記持ち上げ部材は第１位
置と延びた位置との間で可動であり、前記持ち上げ部材は、前記持ち上げ部材が前記延び
た位置にあるときに、前記内視鏡と係合するように構成される、持ち上げ部材と、
　前記持ち上げ部材と前記フレームの中間に位置付けられるばねであって、前記ばねは、
前記持ち上げ部材にバイアス力を適用し、前記持ち上げ部材を前記延びた位置に動かすよ
うに構成される、ばねとを更に含む、実施態様８に記載の試験取付具。
（１０）　前記フレームが中央線を有し、前記持ち上げ部材が前記中央線の一方の側部に
位置付けられ、前記持ち上げ部材及び前記ばねは、前記持ち上げ部材が前記延びた位置に
あるときに、前記フレームを前記内視鏡に対して傾けるように構成される、実施態様９に
記載の試験取付具。
【００４１】
（１１）　前記ハウジングが、前記ハウジングが前記固定位置にあるときに、前記持ち上
げ部材を前記第１位置に保持するように構成され、前記ハウジングが、前記ハウジングが
前記非固定位置に動かされたときに、前記ばねが前記持ち上げ部材を前記延びた位置に動
かすことを可能にするように構成されたスロットを含む、実施態様９に記載の試験取付具
。
（１２）　前記弁部材類似体が、前記フレームに取り外し可能に接続された使い捨て弁部
材類似体を含む、実施態様８に記載の試験取付具。
（１３）　前記内視鏡は複数の固定機構及び複数の弁チャンバを含み、前記試験取付具は
、前記複数の弁チャンバと対応する複数の弁部材類似体を更に含み、前記ハウジングは、
前記複数の固定機構に固定されるように構成される、実施態様８に記載の試験取付具。
（１４）　内視鏡を試験するための試験取付具であって、前記内視鏡はチャネル、前記チ
ャネルと流体連通する弁チャンバ、及び前記弁チャンバ内に取り外し可能に位置付けられ
る弁部材を有し、前記試験取付具は、
　フレームと、
　前記フレームから延びる弁部材類似体であって、前記弁部材類似体は、前記弁チャンバ
の少なくとも一部分を封止するように構成された封止部を含む、弁部材類似体と、
　解放されたときに、前記試験取付具を前記内視鏡に固定するための解放可能な固定手段
とを含む、試験取付具。
（１５）　前記ハウジングと前記フレームの中間に位置付けられるばねを更に含み、前記
ばねは前記解放可能な固定手段を固定構成に偏倚させるように構成される、実施態様１４
に記載の試験取付具。
（１６）　前記フレームに対して可動の持ち上げ部材であって、前記持ち上げ部材は第１
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位置と延びた位置との間で可動であり、前記持ち上げ部材は、前記持ち上げ部材が前記延
びた位置にあるときに、前記内視鏡と係合するように構成される、持ち上げ部材と、
　前記持ち上げ部材と前記フレームの中間に位置付けられるばねであって、前記ばねは、
前記持ち上げ部材にバイアス力を適用し、前記持ち上げ部材を前記延びた位置に動かすよ
うに構成される、ばねとを更に含む、実施態様１４に記載の試験取付具。
（１７）　前記フレームが中央線を有し、前記持ち上げ部材が前記中央線の一方の側部に
位置付けられ、前記持ち上げ部材及び前記ばねは、前記持ち上げ部材が前記延びた位置に
あるときに、前記フレームを前記内視鏡に対して傾けるように構成される、実施態様１６
に記載の試験取付具。
（１８）　前記解放可能な固定手段は、前記解放可能な固定手段が非固定構成に構成され
るまで、前記持ち上げ部材を前記第１位置で解放可能に保持するように構成される、実施
態様１６に記載の試験取付具。
（１９）　前記弁部材類似体が、前記フレームに取り外し可能に接続された使い捨て弁部
材類似体を含む、実施態様１４に記載の試験取付具。
（２０）　前記内視鏡は複数の固定機構及び複数の弁チャンバを含み、前記試験取付具は
、前記複数の弁チャンバと対応する複数の弁部材類似体を更に含み、前記解放可能な固定
手段が前記複数の固定機構に固定するように構成される、実施態様１４に記載の試験取付
具。

【図１】 【図２】
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